
 

 
記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 

令和５年９月１９日 

東日本高速道路株式会社 

新潟支社湯沢管理事務所 

 

関越トンネル内での交通事故を想定した防災訓練を実施します 
～消火訓練および救急搬送訓練を行います～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本新潟支社 湯沢管理事務所（南魚沼郡湯沢町）は、    関越自動車道 関越トン

ネル（下り線）内での交通事故発生を想定した総合防災訓練を、９月２７日（水）に関越自動車道 湯沢
ゆ ざ わ

インターチェンジ（ＩＣ）内の管理用敷地で実施します。 

本訓練は、長大トンネルである関越トンネル内での交通事故発生を想定した乗員救出訓練に加え、

避難坑の活用を想定した避難誘導訓練や車両火災の消火訓練などを行うことで、警察・消防・救急と

連携し、迅速かつ的確な対応手順を確認することを目的とし昭和６１年から実施しており、今年で３５回

目になります。 

 

１．実施日時 令和５年９月２７日（水）１３：３０～１５：３０（少雨決行・荒天中止） 

 

２．実施場所      関越自動車道 湯沢ＩＣ内の管理用敷地 

 〒９４９－６１０２ 

 新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立 

 ※詳細は別紙１をご覧ください。 

 

３．訓練シナリオ ①関越自動車道 関越トンネル（下り線）内において、 

 故障車を原因とした交通事故が発生。避難坑を活用し事故現場に急行。 

 ②乗用車前方より火災発生。乗員を避難坑に誘導。 

 ③初期消火、消防車による消火を実施。 

 ④工具を用いて乗用車の車内に閉じ込められた乗員を救出。 

 ⑤レッカー作業により事故車両を排除。 

  ※詳細は別紙２をご覧ください。 

 

４．訓練参加者 約３０名  ※参加機関の詳細は、別紙１をご覧ください。 

 

【過去に実施した訓練の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材を希望される方は別紙３の取材申込書にてＦＡＸまたはメールでのお申し込みをお願いします。 

Ｅ１７ 

Ｅ１７ 



ＮＥＸＣＯ東日本グループでは、2021～2025 年までの期間を「ＳＤＧｓの達成に貢献し、新たな

未来社会に向け変革していく期間」と位置づけ、様々な取り組みを行っています。 

今回の「関越トンネル内での防災訓練」については、交通事故による死傷者の削減などにつなが

る事業活動としてＳＤＧｓ目標の３番、４番、８番、１７番に貢献するものと考えています。 



【参加機関】    関東管区警察局広域調整部新潟高速道路管理室 

関東管区警察局広域調整部岩槻高速道路管理室 

群馬県警察本部交通部高速道路交通警察隊 

新潟県警察本部交通部高速道路交通警察隊 

群馬県利根沼田広域消防本部 

新潟県南魚沼市消防本部 

ＮＥＸＣＯ東日本新潟支社湯沢管理事務所 

 

【参加協力】    新潟県高速道路交通安全協議会湯沢支部 

一般社団法人日本自動車連盟 

 

 

【実施場所】 

関越自動車道 湯沢ＩＣ内の管理用敷地  

〒９４９－６１０２ 

新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立１１５９ 

 

 
地理院タイルに追記して記載

別紙１ 



 

 

【訓練内容】     

訓練は、関越トンネル内下り線１５４．８ｋｐ付近に停車した故障車と、その故障車を回避しようと発生

した交通事故を想定として実施します。 

（１）進行予定 

１３：２０ 集合・受付 

１３：３０ 開会式 
 

１３：４６ 訓練開始／進入禁止一斉指令 

１３：５５ 高速隊（新潟県警）、高速隊（群馬県警）、交通管理隊現着 

１３：５７ 火災発生１ (事故車Ｂ)、乗員を避難坑に誘導 

１４：０２ 高速隊、交通管理隊による初期消火にて鎮火 

１４：０３ 消防（利根沼田広域消防本部）現着 

１４：１２ 車両開放作業 

１４：３３ 救助作業 

１４：４４ 火災発生２ (事故車Ａ) 

１４：４９ 消火開始、鎮火 

１４：５０ 消防（南魚沼市消防本部）現着、消防及び高速隊による火災調査・事故調査 

１４：５９ レッカー作業 

１５：１２ 滞留車排除、訓練終了 
 

１５：２０ 閉会式 

１５：３０ 解散   

 

（２）事故現場図（想定） 

 

 

〇各車両の状況について 

① 故障車  エンジントラブルにより走行車線停止。乗員１名は負傷なし。自走不可（手押し移動可能）。 

② 事故車Ａ 前方の故障車を確認し、走行車線から追越車線へ車線変更した際、追越車線走行中の事

故車Ｂと接触。接触により走行車線側壁面に衝突し、追越車線停止。乗員１名は重傷。車

両は接触の衝撃から前面が大破し特殊工具がなければ脱出できない状態。 

③ 事故車Ｂ 追越車線を走行中、事故車Ａの急な車線変更に対応できず接触しセンターライン上に停止。 

乗員１名は軽傷。車両損傷により自走不可（手押し移動可能）。 

別紙２ 



東日本高速道路株式会社 

新潟支社 湯沢管理事務所     宛 

（ＦＡＸ ０２５－７８５－６１３１） 

(MAIL k.ogihara.aa@e-nexco.co.jp） 

令和５年９月２７日（水） 

関越トンネル防災訓練取材申込書 

 

取材をご希望される場合は、本申込書のＦＡＸ送付またはメール送付をお願いします。 

現地準備の関係上、令和５年９月２６日（火）１２：００までにお申し込みください。 

 

貴社名  

貴媒体名  

ご芳名  

当日連絡先 

＊携帯電話の番号で 

お願いします。 

 

参加人数 名   

車両台数 台   

その他 

※お申し添え事項などがありましたら、ご記入ください。 

 
・取材お申し込み後、確認のために当日連絡先に電話をさせていただく場合があります。 

あらかじめご了承ください。 

・関係車両の台数把握の観点から事前（前日１２：００まで）お申し込みをお願いします。 

ご理解とご協力をお願いします。 

・悪天候により訓練が中止となった場合は、当日連絡先へご連絡させていただきます。 

別紙３ 


